
                              

 
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
の
推
進
拡
充
に
関
す
る
決
議
（二
〇
二
二
） 

 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
平
成
十
六
年
に
制
度
化
さ
れ
、
改
正
教
育
基
本
法
第
十
三
条
の
趣
旨
も
踏
ま
え
、
平

成
二
十
九
年
の
法
改
正
に
よ
り
、
そ
の
設
置
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。
設
置
数
は
着
実
に
増
加
し
て
お
り
、
令
和
四

年
五
月
時
点
で
導
入
率
は
全
公
立
学
校
の
四
十
二
・
九
％
（
一
五
二
二
一
校
）
で
あ
る
が
、
地
域
差
が
大
き
い
。 

 

子
供
た
ち
が
地
域
の
宝
で
あ
る
こ
と
は
い
つ
の
時
代
も
不
変
で
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
学
校
の
教
育
活

動
の
充
実
の
み
な
ら
ず
、
災
害
時
に
は
地
域
の
防
災
拠
点
と
も
な
る
な
ど
、
学
校
と
保
護
者
、
地
域
の
つ
な
が
り
を

再
構
築
す
る
仕
組
み
で
あ
り
、
地
域
学
校
協
働
活
動
と
一
体
的
に
推
進
す
る
こ
と
で
、
学
校
運
営
だ
け
で
な
く
、
地

域
活
性
化
の
切
り
札
と
も
な
る
。 

 

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
適
切
な
役
割
分
担
を
進
め
、
学
校
及
び
教
師
が
担
う
業

務
の
明
確
化
・
適
正
化
を
図
り
、
教
員
の
働
き
方
改
革
に
も
資
す
る
も
の
で
あ
る
。 

さ
ら
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
は
、
学
校
と
家
庭
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ

り
深
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
は
、
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
の
実
現
、
い
じ
め
や

不
登
校
、
部
活
動
の
支
援
、
福
祉
・
ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
学
校
や
地
域
を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
を
解
決
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
り
、
令
和
５
年
度
に
設
置
さ
れ
る
こ
ど
も
家
庭
庁
の
取
組
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
日
本
全
体
の
取

組
と
し
て
推
進
拡
充
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
児
童
生
徒
が
意
見
を
述
べ
る
機
会
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
児
童
生
徒
の
主
体
性
や
公
共
の
精
神
を
尊
ぶ
豊
か
な
人
間
性
が
育
成
さ
れ
る
と
い
う
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。 

 

本
議
員
連
盟
は
、
こ
う
し
た
重
要
な
機
能
を
有
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
つ
い
て
、
「
全
て
の
公
立
学
校
で
の

導
入
及
び
導
入
後
の
効
果
的
な
運
営
の
継
続
」
を
目
指
し
、
「
教
育
進
化
の
た
め
の
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
「
骨
太
の
方
針

二
〇
二
二
」
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
に
関
す
る
記
載
を
踏
ま
え
、
令
和
六
年
度
ま
で
の
三
年
間
を
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
導
入
加
速
の
た
め
の
重
点
期
間
と
し
て
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
特
に
以
下
の
事
項
に
つ
い
て
、
取

組
に
必
要
な
予
算
等
の
大
幅
な
拡
充
を
求
め
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
総
意
を
も
っ
て
決
議
す
る
。 

 

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
の
一
体
的
推
進 

 
 

 

「
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程
」
の
実
現
や
放
課
後
子
供
教
室
な
ど
子
供
た
ち
の
多
様
な
学
び
や
体
験
の
機
会

を
提
供
す
る
た
め
の
基
盤
と
な
る
体
制
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と
地
域
学
校
協
働
活
動
を
一
体
的
に

推
進
す
る
こ
と
。
そ
の
際
、
こ
れ
ら
の
仕
組
み
が
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
な
り
、
地
域
の
活

性
化
に
も
資
す
る
「
共
助
」
の
仕
組
み
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
学
校
運
営
協
議
会
を
必
置
と
し
、
強
力
に
推
進
す

る
た
め
の
所
要
の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

○
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
配
置
拡
大
等
に
よ
る
事
務
局
機
能
の
強
化 

 
 

 

教
員
の
働
き
方
改
革
の
観
点
か
ら
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
適
切
な
役
割
分
担
と
連
携
・
協
働
が
よ
り
一
層
重
要

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
よ
り
実
社
会
に
即
し
た
多
様
な
体
験
機
会
の
充
実
に
向
け
て
、
企
業
等
と
の
連
携
も
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
多
様
な
地
域
関
係
者
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

役
を
担
う
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
の
更
な
る
配
置
促
進
や
常
駐
化
等
に
よ
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
本
部
の
事
務
局
機
能
を
強
化
す
る
た
め
の
所
要
の
予
算
を
確
保
す
る
こ
と
。 

 

○
自
治
体
の
伴
走
支
援
体
制
の
強
化
に
よ
る
導
入
促
進
等 

 

設
置
が
少
な
い
地
域
・
学
校
種
へ
の
導
入
促
進
や
導
入
後
の
効
果
的
な
運
営
の
継
続
の
た
め
、
自
治
体
に
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
を
配
置
す
る
と
と
も
に
、
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員
等
の
専
門
性
・
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
機

会
を
充
実
す
る
な
ど
、
自
治
体
の
伴
走
支
援
体
制
を
政
府
と
し
て
強
化
す
る
こ
と
。
ま
た
、
全
国
的
な
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
実
施
等
を
通
じ
て
、
関
係
者
の
十
分
な
理
解
と
信
頼
関
係
の
下
で
取
組
を
推
進
す
る
た
め
の
所
要
の
予
算
を

確
保
す
る
こ
と
。 

 

令
和
四
年 

十
一
月
二
五
日 

自
由
民
主
党 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・ス
ク
ー
ル
推
進
拡
充
議
員
連
盟 


